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前 文 

 

１ 基本理念 

明石市立市民病院は、患者中心の安全で高度な医療を提供し、市民の生命と健康を

守り、市民からの信頼に応えます。 

 

２ 基本方針 

(1) 患者の権利を尊重し、信頼関係を重視した医療を実践します。 

(2) 地域の医療機関と連携し、良質で継続性のある医療を行います。 

(3) 急性期病院および二次救急病院としての責務を果します。 

(4) すべての職員は向上心の維持に努め、親切で優しい対応を心がけます。 

(5) 各部門の研修施設として、次世代の医療専門職を育成します。 

(6) 健全な病院経営に努めます。 

 

３ 患者さんの権利 

医療は、患者さんと医療者とがお互いに対等で、信頼し合えることにより、成り立

つものであると考えています。明石市立市民病院は、医療のなかでこれらのことを実

現するためには、患者さんの権利がしっかりと守られていることが何よりも大切と考

えています。私たちは、以下の患者さんの権利を守り医療を行います。 

 

(1) 良質な医療を受ける権利 

(2) 医療に関する説明を求める権利 

(3) 情報の提供を求める権利 

(4) 自分が受ける医療について自ら決定する権利 

(5) 病院を自由に選択し別の医師の意見を求める権利 

(6) 個人情報やプライバシーが守られる権利 

(7) 健康教育を受ける権利 
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第１ 年度計画の期間 

年度計画の期間は、平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までとしま

す。 

 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成

するためとるべき措置 

 

１ 市民病院の果たすべき役割の明確化 

(1) 医療機能の明確化 

診療体制の充実及び強化を図り、各科相互の連携のもと、高度な総合医療

を提供します。 

急性期医療を中心に、在宅復帰へ向けた退院調整や在宅患者の急変時にお

けるバックアップ体制など、急性期後にも一定の軸足を置いた病院機能の発

揮に努めます。 

今後の病床規模及び医療機能のあり方については、地域医療構想との整合

を踏まえ対応します。 

 

(2) 地域包括ケアシステムのなかでの役割の明確化 

明石市における地域包括ケアシステム体制の構築に寄与するため、地域包

括ケア病棟のさらなる活用や、在宅療養後方支援病院として在宅患者の急性

増悪時の受入等を行います。 

また、医師会と連携し、患者情報を共有する在宅医療連携システムの円滑

な運用に取り組みます。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28年度 

目標値 

地域包括ケア病棟稼働率 57.3％ 80.0％ 

 

(3) 災害等緊急時への対応 

「災害対応病院」として、災害時において他の医療機関で対処できない傷

病者の受入・治療や、市が設置する救護所への救護班の派遣や医薬品の提供

などを行います。 



 

3 

また、重大な感染症への対応として、平時から対策訓練を実施するほか、

流行時には対策行動計画に基づき診療体制を確保します。 

 

２ 高度な総合的医療の推進 

(1) 急性期医療の総合的な提供 

耳鼻咽喉科をはじめ呼吸器内科や神経内科など診療体制の充実を図り、幅

広い診療科による急性期医療を総合的かつ安定的に提供します。 

また、小児医療についても、体制の充実や小児救急の積極的な受け入れ等

に努めます。 

 

(2) 救急医療の推進 

院内各科の密接な連携により、救急患者の受入要請にできる限り断ること

なく最大限応えていきます。 

救急スタッフのスキルアップやオンコール体制の徹底等による救急体制の

充実を図ります。小児救急についても、時間外の救急対応など引き続き地域

医療機関との連携のもと積極的な対応に努めます。 

市消防本部等と、救急受け入れに関する最新情報など、意見交換を積極的

に行います。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28年度 

目標値 

救急車による 

搬入患者数 
2,510 人 2,700 人 

救急車お断り率 34.3％ 20.0％以下 

 

(3) 予防医療及び市と連携した政策医療 

一般的な健康診断のほか、乳児健診や小児の予防接種を実施するなど、市

民の健康増進への貢献に努めます。 

また、認知症対応において、かかりつけ医からの紹介に基づく初期鑑別診

断等を、より積極的に行います。 

市との連携について、救急医療や小児医療、高度医療などの政策医療を確

実に実施するほか、市政の推進において市民病院として求められる連携に積
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極的に応えていきます。 

 

３ 利用者本位の医療サービスの提供 

(1) 医療における信頼と納得の実現 

「入退院支援センター」の円滑な運用により患者の不安を軽減するなど、

入院から退院まで一連の流れで患者をサポートします。 

インフォームド・コンセントについて、看護師やＭＳＷが患者や家族をフ

ォローしながら、十分な納得が得られるよう対応します。 

 

(2) 利用者本位のサービスの推進 

患者アンケートやご意見箱、診療業務改善・サービス向上委員会で職員か

ら提起される課題点等から患者や来院者のニーズを把握し、必要な改善策を

講じます。 

また、施設の適切な管理、環境の保全に取り組みます。 

診察や検査等の待ち時間についても、実態調査を実施し、検証に基づく改

善を図ります。 

また、院内ボランティアと連携し、受付サポートの一層の充実に努めます。 

 

＜関連指標＞ 

項  目 

平成 26年度 

実績値 

医師 看護師 
コメデ

ィカル 
事務員 

入院患者アンケート（患者対応） 

（満足・ほぼ満足） 
88％ 88％ 79％ 78％ 

外来患者アンケート（患者対応） 

（満足・ほぼ満足） 
77％ 73％ 61％ 66％ 

診療業務改善・サービス向上委員会で

対応した案件数 
36 件 

 

４ 地域とともに推進する医療の提供 

(1) 地域医療支援病院としての役割の推進 

市医師会役員との病院運営協議会や関連医師会推薦の医師との地域連携推

進委員会などを通じて、医師会との連携をより一層強化します。 
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地域医療支援病院として、地域の医療機関との顔の見える連携や後方支援、

開放病床の運営の充実、オープンカンファレンスの充実等を図ります。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28年度 

目標値 

紹介率 67.5％ 70.0％ 

逆紹介率 83.3％ 85.0％ 

ｵｰﾌﾟﾝ 

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

回数 32 回 40 回 

参加者数 495 人 500 人 

 

(2) 地域の医療・介護等との連携の推進 

ア 「入退院支援センター」による患者中心の診療体制を円滑に運営します。 

イ 市等と連携し、地域包括ケアシステムの構築を目指して、地域医療機関

や介護関係者との会議において課題の抽出及び対応についての協議を行い

ます。 

ウ 医療・介護関係者を対象に、医療関連をテーマにした研修会を開催しま

す。 

エ 管理栄養士による新たな地域連携の取り組みについて、内容の検討、調

整等を図ります。 

 

(3) 地域社会や地域の諸団体との交流 

健康講座２１や生活習慣病（糖尿病）予防教室、母親学級、疾患別セミナ

ーなどに引き続き取り組みます。 

また、ホームページを活用するなど市と連携した積極的な情報発信に努め

ます。 

 

５ 総合力による医療の提供 

(1) チーム医療と院内連携の推進 

ア 日常の診療において、多職種がそれぞれの専門領域の視点から密にコミ

ュニケーションをとり、連携して最善の治療やケアを行います。 

イ 感染制御や栄養サポート、褥瘡対策など、多職種が連携する医療チーム

を編成し、専門サービスを提供します。 

ウ 患者支援体制「入退院支援センター」を円滑な院内連携によって運営す



 

6 

るとともに、定期的なミーティングにより、課題を抽出して解決を図りま

す。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28年度 

目標値 

入退院支援にかかる

ミーティング回数 
－ 40 回 

 

(2) 情報の一元化と共有 

医事課は診療情報等を一元管理し、迅速かつ適切な分析を行うとともに、

院内への情報提供と共有を行います。 

また、ＤＰＣ情報をもとにした入院期間等の情報を入退院支援センターに

提供します。 

 

６ 医療の質の向上 

(1) 継続的な取組による質の向上 

職員の、学術や研究にかかる活動を支援します。また、新たな高度専門医

療の施設基準の取得に努めます。 

当院にとって有用なクリニカル・インディケーター（臨床指標）を検討し、

設定します。 

クリニカルパスの適用率の向上を図ります。 

 

＜関連指標＞ 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

クリニカルパス数 66 種類 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28 年度 

目標値 

クリニカルパス適用率 8.1％ 20％ 
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(2) 医療安全や院内感染防止対策の徹底 

医療事故や院内感染などに関する情報収集と原因分析を行い、その情報を

共有します。また、適宜、院内巡回や流行性感染症動向を把握し、防止対策

の徹底を図ります。 

ＩＣＴ（感染コントロールチーム）の活動を充実させます。 

 

(3) コンプライアンス（法令・行動規範の遵守）の徹底 

職員を対象とした研修会や勉強会の実施、体制や制度面における必要な整

備等により、すべての職員が法令遵守の意識を向上させるとともに、組織全

体としてのコンプライアンスの確立に取り組みます。 

個人情報保護や情報公開に関しては、明石市個人情報保護条例及び明石市

情報公開条例に準じて適切に行います。 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

１ 医療職が集まり成長する人材マネジメント 

(1) 必要な医療職の確保 

ア 診療体制の充実を図るため、耳鼻咽喉科医や呼吸器内科医、神経内科医

等の確保をめざします。麻酔科医についても、体制の維持を図ります。 

イ 看護師の採用について、ホームページや合同説明会、学校訪問、潜在看

護師研修会など積極的な採用活動を展開し、優秀な人材の確保に努めます。 

ウ 医師への働き方の多様性にかかるアンケートや看護部を対象とした業務

量調査等を踏まえ、働きやすい環境の整備に取り組みます。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28 年度 

目標値 

常勤医師数 54 人 58 人 

 

(2) 魅力ある人材育成システム 

専門医資格を有する中堅医師の配置に向けた調整を進めるとともに、研修

プログラムの改善、充実を図ります。 

専門資格の取得に対する支援や専門資格をもった医療職が活躍できる環境

の整備等を図ります。 

救急にかかる職員のスキルアップを図るため、引き続きＩＣＬＳ研修等を

開催します。 

変革著しい医療制度や保険制度などについて、全職員を対象とした研修を

実施します。また、職場のマネジメントを意識し、実践していくため、ＢＳ

Ｃ研修やマネジメント研修など管理監督職向けの研修を実施します。 

 

２ 経営管理機能の充実 

(1) 役員の責務 

理事長のもと、役員一人ひとりが経営陣の一員としての自覚をもって、全

病院的な観点から積極的に発言し、行動します。そして、理事会は合議によ

る意見の集約を図りながら、重要事項の決定を行います。 
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(2) 管理運営体制の強化 

各部門の部門長、所属長は、理事会の決定事項を確実に推進していく立場

から、現場の課題を明らかにし、すみやかにその解決を図っていきます。 

また、部門ＢＳＣの数値目標を部門長の人事評価にリンクさせるなど、部

門長はそれぞれの部門のトップとしての自覚をもち、責任と権限をもって部

門のマネジメントを行い、より質の高い経営に取り組みます。 

経営管理本部は、組織横断的な調整をはじめ、各部門と連携しながら病院

全体にかかる調整機能をもって方針管理を徹底します。 

 

(3) 事務職の役割の明確化と専門性の向上 

病院の事務やマネジメントにかかる知識と経験を兼ね備え、管理監督職を

担うことのできる人材等を採用し、市からの派遣職員と置き換えます。 

また、ジョブローテーションによる異動や院内研修、資格取得の奨励など、

職員の計画的な育成、専門性の向上に努めます。 

 

３ 構造改革の推進 

(1) 組織風土の改革 

未だ残る独法化以前の体質を払拭するため、職員の意識改革に資する講演

会やセミナー等を実施します。 

 

(2) 人事給与制度の整備 

本格的に導入する人事評価制度を円滑かつ確実に運用し、職員のモチベー

ションの向上、人材育成、組織の活性化につなげます。 

新たな給与制度については、人事評価結果を反映する仕組みを制度上で構

築するほか、働き方の多様性に対応できる仕組みを検討します。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28 年度 

目標値 

人件費対医業収益比率 67.2％ 60％未満 

 

(3) 購買・契約制度の改変 

診療材料等の調達に係るベンチマークを活用した価格交渉の推進、契約方
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法や委託業務の見直し等を行います。 

契約事務経験者を採用するなど、交渉力の強化を図ります。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28年度 

目標値 

材料費対医業収益比率 

経費対医業収益比率 

23.0％ 

23.8％ 

21.0％ 

21.0％ 
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第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

１ 業績管理の徹底 

(1) 診療実績の向上による収入の確保 

平成 28年度の重点テーマの一つである救急医療の強化や、地域医療機関と

の連携の強化等により、入院患者数の増加を図ります。 

また、ＤＰＣデータに基づく在院日数の適正化や重症患者の比率向上等に

より、診療単価の向上に努めます。 

施設基準の取得、各種加算算定の徹底等により、安定した収入の確保を図

ります。 

 

【目標値】 

項  目 
平成 26 年度 

実績値 

平成 28年度 

目標値 

一日平均入院患者数 

入院診療単価（一般病棟） 

新入院患者数 

一日平均外来患者数 

外来診療単価 

病床稼働率 ※ 

217.5 人 

53,970 円 

6,029 人 

544.3 人 

13,053 円 

74.0％ 

255.2 人 

55,500 円 

6,500 人 

545.4 人 

13,381 円 

84.8％ 

※病床稼働率…１日平均入院患者数／稼働病床数×100 

 

(2) 支出管理などによる経費削減 

給与費比率や材料費比率、経費比率などの経営指標を経営管理本部におい

て定期的に分析し、費用の削減等について改善提案を行います。また、資金

の動きを経理担当部署が日々確認するとともに、収支予測に基づき支出をコ

ントロールするなど、状況に見合った対応を行います。 

 

２ 安定した経営基盤の確立 

(1) 経常収支の改善 

単年度収支の黒字化、並びに資金の黒字額の確保に努めます。 

また、増収対策や費用の削減をもって安定した経営基盤を確立するととも

に、運営費負担金について、市独自負担分の段階的な削減を図ります。 
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【目標値】 

項  目 
平成 26年度 

実績値 

平成 28 年度 

目標値 

経常収支比率 

医業収支比率 

医業収益(百万円) 

入院収益(百万円) 

外来収益(百万円) 

99.0％ 

82.5％ 

6,048 

4,189 

1,734 

103.7％ 

89.8％ 

6,775 

4,846 

1,773 

資金期末残高（百万円） 1,184 1,096 

 

(2) 資金収支の改善と計画的な投資 

医療機器の購入は、医療需要の変化や医療政策の動向等を踏まえつつ、必

要性や採算性を十分に検討するとともに、その効果を検証します。 

また、今後の投資計画を策定し、それを踏まえた自己財源の確保に努めま

す。 
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第５ 予算、収支計画及び資金計画 

 

１ 予算（平成 28 年度） 

（百万円） 

区      分 金   額 

収入 
 営業収益 
   医業収益 
   運営費負担金 
   その他営業収益 
 営業外収益 
   運営費負担金 
   その他営業外収益 
 臨時利益 

 資本収入 
   運営費負担金 
   長期借入金 
   その他資本収入 
 その他の収入 
   計 

 
7,879 
6,790 
1,070 

19 
65 
13 
53 
0 

300 
- 

300 
0 
0 

8,245 

支出 
 営業費用 
   医業費用 
     給与費 
     材料費 

     経費 
     研究研修費 
   一般管理費 
     給与費 
     経費 
 営業外費用 

 臨時損失 
 資本支出 
   建設改良費 
   償還金 
   その他資本支出 
 その他の支出 

   計 

 
7,112 
6,889 
3,908 
1,718 

1,224 
38 

223 
199 
25 
26 

0 
1,017 

327 
672 
18 
0 

8,155 

注１）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものが

あります。 

注２）期間中の診療報酬改定、給与改定及び物価変動は考慮していません。 

【人件費の見積】 

期間中総額 4,107 百万円を支出します。なお、当該金額は、法人の役職員に係る

報酬、基本給、諸手当、法定福利費及び退職手当の額に相当するものです。 

【運営費負担金の見積】 

救急医療などの行政的経費及び高度医療などの不採算経費については、毎年度総

務省が発出する「地方公営企業繰出金について」に準じた考え方によります。 

建設改良費及び長期借入金等元金償還金に充当される運営費負担金については、

経常費助成のための運営費負担金とします。
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２ 収支計画（平成 28年度） 

（百万円） 

区      分 金   額 

収入の部 

 営業収益 

   医業収益 

      受託収益 

   運営費負担金収益 

      補助金等収益 

   資産見返補助金等戻入 

   資産見返運営費負担金戻入 

   資産見返工事負担金等戻入 

   資産見返物品受贈額戻入 

 営業外収益 

   運営費負担金収益 

   その他営業外収益 

 臨時利益 

8,101 

8,038 

6,775 

3 

1,070 

16 

2 

0 

0 

172 

63 

13 

50 

0 

支出の部 

 営業費用 

   医業費用 

     給与費 

     材料費 

     減価償却費 

     経費 

     研究研修費 

   一般管理費 

          給与費 

     減価償却費 

     経費 

 営業外費用 

 臨時損失 

7,813 

7,787 

7,546 

3,926 

1,589 

613 

1,383 

35 

241 

202 

16 

23 

26 

0 

 純利益 

 目的積立金取崩額 

 総利益 

288 

- 

288 

注１）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものが

あります。 

注２）前項の「１ 予算（平成 28年度）」との数値の違いは、税処理の扱いによるものです。 

 



 

15 

３ 資金計画（平成 28年度） 

（百万円） 

区      分 金   額 

資金収入 

 業務活動による収入 

   診療業務による収入 

   運営費負担金による収入 

   その他の業務活動による収入 

 投資活動による収入 

   運営費負担金による収入 

   その他の投資活動による収入 

 財務活動による収入 

   長期借入による収入 

   その他の財務活動による収入 

  前期中期目標の期間よりの繰越金 

9,251 

7,945 

6,790 

1,083 

72 

0 

- 

0 

300 

300 

0 

1,007 

資金支出 

 業務活動による支出 

   給与費支出 

   材料費支出 

   その他の業務活動による支出 

 投資活動による支出 

   有形固定資産の取得による支出 

   その他の投資活動による支出 

 財務活動による支出 

   長期借入金等の返済による支出 

   その他の財務活動による支出 

 翌事業年度への繰越金 

9,251 

7,138 

4,107 

1,718 

1,313 

318 

300 

18 

699 

672 

27 

1,096 

注）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあ

ります。 
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第６ 短期借入金の限度額 

(1) 限度額   1,000 百万円 

(2) 想定される短期借入金の発生事由 賞与の支給等、資金繰り資金への対応 

 

 

第７ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財

産の処分に関する計画 

なし 

 

 

第８ 出資等に係る不要財産又は出資等に係る不要財産となることが見込まれる財

産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

なし 

 

 

第９ 剰余金の使途 

決算において剰余を生じた場合は、将来の設備投資など資金需要に対応するた

めの預金等に充てます。 

 

 

第１０ 地方独立行政法人明石市立市民病院の業務運営等に関する規則で定める業

務運営に関する事項 

 

１ 施設及び設備に関する計画（平成 28年度） 

（百万円） 

施設及び設備の内容 予定額 財源 

病院施設、医療機器等整備 300 明石市長期借入金 

 

２ 人事に関する計画 

他病院での経験者など、病院の事務やマネジメントにかかる知識と経験を兼ね

備え、管理監督職を担うことのできる人材等を採用し、市からの派遣職員と置き

換えます。 

 


